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１．素形材人材育成事業 

 

素形材産業に携わる技術者等を対象に研修、セミナーを開催した。このうち、素

形材技術研修講座と素形材技術セミナーについては、研修事業推進のため素形材

技術研修委員会において、研修計画の企画・立案、研修テーマの選定及び講師の人

選等を行った。また、素形材経営セミナー及び新素形材産業動向研究会では、素形

材経営に関係する政策の動向やものづくり変革時代のＩＴ化の進展等に関する情

報を取集しテーマとして取り上げた。 

なお、参加者の利便性の向上や新型コロナウイルス感染症対策等も考慮して、本

年度はすべてオンラインで開催した。 

 

（１）素形材技術研修講座の実施 

素形材産業を取り巻く経営環境は、ユーザからのニーズが高品質、低価格、高機

能、短納期等多様化する一方、従業員の高齢化、少子化による後継者難が進み、特

に中小企業においては技術、技能の継承が危ぶまれている状況にある。これらに対

処するため主として現場経験３～５年程度の技術者や技能者を対象として、正し

い理論に裏付けられた素形材技術の研修講座を実施した。 

令和３年度は、延べ２３日間(１１６時間)にわたって８講座を開催し、受講者は

延べ２００名であった。 

① 消失模型鋳造法            ２日間 

② 鋳鉄の基礎と応用           ４日間 

③ 軽合金鋳物の生産技術         ３日間 

④ 銅合金鋳物の生産技術         ３日間 

⑤ 鋳型の生産技術            ２日間 

⑥ 鋳鉄の鋳造方案技術          ３日間 

⑦ 鋳鉄の生産技術            ３日間 

⑧ アルミニウムダイカストの生産技術   ３日間 

 

（２）素形材技術セミナーの開催 

素形材産業に携わる中堅以上の技術者を対象として、最近各業界で話題となっ

ているテーマについて、数名の講師による講演で構成する素形材技術セミナーを

開催した。セミナーは、鋳造関係５テーマ、金属プレス関係１テーマを取り上げて

開催（計６回）し、参加者は延べ２８４名であった。 

① 鋳鉄品の鋳造欠陥現象における真の原因追求とその対策 

② 鋳鋼品の鋳造欠陥の真の原因追求とその対策 

③ 鋳型・鋳物砂の今（現状とこれから） 

④ わが社でもできるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）～DXの世界へ

一歩踏み出す勇気を持とう～ 

⑤ 現場で役立つ！鋳造現場でのＱＣ 

⑥ カーボンニュートラルに向けたアルミニウム合金鋳造技術の取り組み 
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（３）素形材経営セミナーの開催 

素形材企業経営の最前線にいる経営者を対象とした素形材経営セミナーについ

ては、コロナ禍での厳しい経営環境を踏まえて参加費無料として２回開催し、昨今

のめまぐるしい環境変化下でのＩＴ／ＩｏＴ／ＡＩ時代のものづくり、ＤＸ(デジタ

ルトランスフォーメーション)、海外動向などをテーマとして、新価値創出、経営革

新などに資する検討及び意見交換等を行った。賛助会員企業ほか８３社８機関から

延べ１２１名が参加した。 
① ものづくり企業のＤＸ ～現場に新たな価値をどう生むか 
② 『ものづくり白書２０２１』の概要とポイント 

 

（４）新素形材産業動向研究会の開催 

賛助会員を対象に、会員サービスの一環として実施している「新素形材産業動向

研究会」については、本年度、海外動向部会・新価値創出部会として計７回開催し、

延べ３３０名が参加して、海外動向、脱炭素、デジタル化などをテーマに情報提供

と意見交換を行った。 
① ものづくり企業のＤＸ～現場に新たな価値をどう生むか 

（経営セミナーとして会員外にも開放） 

② 『ものづくり白書２０２１』の概要とポイント 

（経営セミナーとして会員外にも開放） 

③ 中国経済の現状と日本企業の事業展開の方向性 

～新型コロナ、米中対立を踏まえて～ 

④ コロナが変えた世界、持続可能な国際ビジネス展望  

      ～欧州におけるグリーン成長（企業動向等）を含めて～ 

⑤ 部品単位に拘った生産ＣＯ２総排出量みえる化によるＣＯ２ミニマムの 

 モノづくり情報プラットフォーム～鋳造ラインでの取組みを通じて 

⑥ 業界トップレベルのアルミ溶解保持炉省エネへの挑戦～事例紹介 

⑦ 脱炭素を巡る世界の炭素価格・排出量取引制度、ＥＶの動向



- 3 - 
 

２．素形材普及啓発事業 

 

２－１ 素形材情報収集発信事業 

素形材産業を取り巻く環境の変化に的確に対応するため、企業経営、技術、情報

化、国際動向等の経営革新に資する経営情報及び技術情報を収集し、ホームページ

（１１月に全面リニューアル改訂。）、メルマガ素形材の発信などを通して、アッ

プ・ツー・デートの情報を素形材産業の技術者、経営者等に広く提供した。 

併せて、素形材情報出版事業として月刊情報誌「素形材」及び「素形材年鑑」を

発行した。 

 

（１）月刊情報誌「素形材」の発行 

国内外の素形材に関する諸情報をその時々の問題意識や実情に即した内容で平

易に解説する月刊情報誌「素形材」を１２号編集・発行した。なお本誌は、下記に

示す特集のほか、経済産業省素形材産業室による政策ＴＲＥＮＤ、シリーズ(令和

３年度は鋳鋼の生産技術、素形材産学連携)、経営ＦＯＣＵＳ及びＴＯＰＩＣＳ、

並びに文献速報及び素形材工業生産統計などで構成している。 

①令和３年４月号 

〇特集 熱間鍛造の最新動向 
・熱間鍛造におけるネットシェイプ化技術と良品条件の確立 

・熱間鍛造品の高強度・軽量化熱間鍛造品の高強度・軽量化 

・熱間鍛造における金型寿命向上への取り組み 

・ニッケル基超合金の大型鍛造品の組織制御技術 

・熱間鍛造プレスの自動化への取り組み 

②令和３年５月号 

○特集 令和２年の素形材産業年報 
次の１１分野(鋳造は、銑鉄鋳物、鋳鋼品、銅合金鋳物、アルミニウム鋳物、ダイカス

ト、精密鋳造の６分野に細分。) について、各分野における最新の産業動向、技術・研

究動向等を紹介した。 

「素形材産業」「鋳造」「鍛造」「プレス加工」「粉末冶金」「型」「金属熱処理」「工業炉」

「ＡＭ(付加製造)」「エンジニアリングプラスチック」「ファインセラミックス」 

③令和３年６月号 

〇特集 ３Ｄプリンターによって製造された樹脂型による成形加工 
・３Ｄプリンタによる簡易金型の製作とその評価 

・樹脂製型による金属プレス加工 

～３Ｄプリンタで切り拓くプレス金型の未来 

・３Ｄプリント樹脂型による鋼板のプレス加工技術 

・熱溶解積層方式 3Ｄプリンターによって製造された樹脂型を用いた曲げおよび 

深絞り加工 

・３Ｄプリント樹脂型「デジタルモールド®」による射出成形 

〜生産技術とデジタル技術の融合がもたらす可能性〜 

④令和３年７月号 

○特集 ２０２０日本ダイカスト会議に見るダイカスト関連最新技術 
・鏡面加工による『磨きレス放電金型』製作 

 ～極薄ダイカスト製品への挑戦～ 
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・ＰＣＶＤによるＴｉＢ２膜のダイカスト金型への応用 

・チタン金属基複合材ショットスリーブの新たな構造及び材質への取り組み 

・ブリケット（鋳造アルミ端材）の高品質リサイクル溶解技術 

・ダイカスト用高熱伝導性アルミニウム合金 

・厚肉部品に適した鋳造プロセスによる中空成形技術について 

⑤令和３年８月号 

〇特集  素形材工場の環境対策 
・鋳造工場における現場環境改善と環境負荷低減対策 

・低臭気ＲＣＳの採用と次亜塩素酸水噴霧による鋳造工場の臭気環境改善 

・生砂廃砂の再生の内製化による再生歩留りの向上 

・環境保全への取り組み 

・当社の環境への取り組み 

・鍛造・熱処理工場の環境負荷低減 

⑥令和３年９月号 

〇特集 女性経営者による魅力的な素形材企業 
・「ものづくりなでしこ」への思いと、一人の経営者としての思い 

・昭和電機鋳鋼株式会社 歩みと今後の展望 

・世界で信頼される精密板金術を目指して 

・『北の国から』が流れる札幌高級鋳物株式会社 

・魅力のある企業を目指して 

・試練の嵐を超えて見えてきた新しい未来 

⑦令和３年１０月号 

〇特集 最近の銅合金材料の動向 －新材料・新技術・新製品 
・最近の銅合金材料のトレンド 

・高強度銅合金の用途と可能性 ―高強度導電性バネ材と加工素材の開発― 

・樹脂およびダイカストのハイサイクル成形に貢献するベリリウム銅 

・蟻の巣状腐食対策銅管(ＤＡＮＴ)について 

・鉛レス黄銅棒の諸特性と適用事例 

・耐摩耗性・耐焼付き性に優れた黄銅系合金の開発 

・ＤＸ時代の高機能性銅合金および銅箔 

・純銅鋳物製炉体冷却部材の長寿命化に向けての開発動向 

⑧令和３年１１月号 

〇特集 ＡＭ技術を活用した樹脂製デジタルスペア実現への挑戦 
・デジタルスペア戦略事業の紹介、付加製造技術適用の可能性、展望 

・付加製造用熱可塑性樹脂材料の可能性 

・実用部品を製造するための付加製造装置の可能性 

・ＡＭによる樹脂製の製品・デジタルスペア実現方法とＡＭ装置の可能性 

・デジタルスペア実現に向けた設計ソフトウェアへの期待と展望 

・【コラム】自動車メーカーからみた付加製造技術による自動車用スペアパーツ 

適用への期待 

⑨令和３年１２月号 

○特集 「素形材月間」報告 
・令和３年度素形材月間事業 

・第３７回素形材産業技術賞 

・「素形材産業技術賞」選考経過報告 

・第３７回素形材産業技術賞受賞者 

（ここでは開発技術名のみ、受賞者は２－３節に記載） 
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【経済産業大臣賞 １件】 

・ナノカーボン複合被膜チタン材とプレス成形性を具備させる表面処理技術及び連続

熱処理設備の開発による燃料電池セパレータの量産化 

【中小企業庁長官賞 １件】 

・差圧鋳造と砂型３Ｄ積層造形の活用による航空機用複雑形状鋳物製造プロセスの 

 開発 

【経済産業省製造産業局長賞 １件】 

・進化型ＣＶＴ金属ベルト用エレメントの新せん断加工法の開発 

 ～世界最高せん断面の追求～ 

【素形材センター会長賞 ４件】 

・二輪車過給エンジン用クランクケース一体型シリンダの量産鋳造技術の開発 

・インライン生砂特性自動計測装置と砂処理設備へのフィードバック制御の開発 

・アルミニウム合金ダイカストの溶湯圧力無線計測システム技術の開発 

・ダイカストのランナー加圧による鋳巣発生の抑制とダウンサイジング化の技術開発 

【産業デザイン財団賞 ２名】 

・第５９回素形材産業優良従業員表彰 

・「素形材産業優良従業員表彰」選考経過報告 

・第５９回素形材産業優良従業員表彰受賞者 

⑩令和４年１月号 

○特集 「わが社の素形材技術最前線」 
・鋳造 ・ダイカスト ・鍛造 ・プレス加工 ・粉末冶金 

・金型／型製作 ・工業炉 ・付加製造  などについて、計２２テーマを掲載 

⑪令和４年２月号 

〇特集 板材の成形と加工における残留応力と製品欠陥 
・金属材料プレス成形における残留応力発生機構と不良事例 

・１５００ ＭＰａ超高張力鋼板のせん断加工における残留応力と水素ぜい化遅れ破壊 

・プレス成形シミュレーションと残留応力 

・高張力鋼板の重ね隅肉溶接における残留応力および変形に及ぼす設計パラ 

メーターの影響評価 

・Ⅹ線残留応力の測定技術とその応用 

⑫令和４年３月号 

〇特集 鋳造における残留応力と除去 
・協働ロボットを使ったｃｏｓα法によるアルミダイカスト製品の残留応力測定 

・Ⅹ線法を用いたアルミニウム合金ダイカストの残留応力測定 

・アルミニウム合金鋳物の残留応力 

・弾塑性クリープ構成式を用いたＦＥＭ熱応力解析による鋳物の残留応力と変形予測 

シミュレーションおよび実験的検証 

・ダイカスト金型における残留応力の発生と改善 

・ダイカスト金型における残留応力測定の試み 

 

（２）「素形材年鑑」の発行 

鋳造品、鍛造品、金属プレス加工品、粉末冶金製品並びにこれらの関連品目であ

る金型、金属熱処理加工、鋳造機械、鍛圧機械、ロール、バルブ、管継手、作業工

具の生産動向等をとりまとめた令和２年（２０２０年）版「素形材年鑑」（昭和５

９年版以来３７回目）を令和３年１１月に発行した。 

年鑑は、国内統計、海外統計、参考統計で構成している。国内統計は、素形材産
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業の概況及び素形材品目毎の用途別生産量、生産額等を、海外統計では国別の素形

材品目別生産量等を、参考統計では業種別の売上高および営業費用、業種別従業員

規模別工場数等を収録した。 

 

（３）展示会等への参加 

素形材及び素形材センターの周知を目的として、経済産業省本館ロビーにおい

て、令和３年度の素形材産業技術賞受賞の展示を行った。展示内容としては、受賞

技術内容を紹介したパネル、受賞技術を用いた素形材製品及びビデオによる受賞

技術に関する動画（工法紹介、製造風景、装置の稼働など）であった。 

 

（４）「メルマガ 素形材」の配信 

素形材及び素形材産業の普及啓発を図るため、素形材センター事業トピックス、

素形材センター出版事業情報、素形材業界関連（募集・トピックス）、素形材産業

政策関連（募集・トピックス）などを内容とした「メルマガ 素形材」を令和３年

度は臨時号を含め計２２回配信した。 

 

２－２ 素形材月間普及事業 

平成７年度から毎年１１月を「素形材月間」として、①素形材産業の活性化、②

素形材さらにはものづくりに対する一般の理解向上を目的に素形材月間事業を開

始した。この事業は１１月の１ヶ月間に多くの「素形材に関する催し」を、素形材

関係団体の協力を得て集中的に展開し、所期の目的を達成しようとするものであ

る。その中で素形材センターは、ポスターの作成配布等を行うとともに、「素形材

月間記念式典」及び「素形材産業貢献表彰」を実施した。 

 

（１）「素形材月間」の普及 

「素形材月間推進協議会」と「関連団体連絡会」の機能を併せ持つ「素形材団体

交流委員会」を設置し、事業の推進に当たっている。 

令和３年度の素形材団体交流委員会は計４回開催した。６月４日に事業計画を

作成し、９月１３日には、月間期間に実施するイベント及び素形材産業貢献表彰の

受賞候補者について検討した。また、１２月３日には、令和３年度素形材月間事業

の結果報告を行った。令和４年３月４日には、次年度の事業計画案を検討した。 

 

（２）「素形材月間記念式典」の開催 

第２７回素形材月間記念式典を、１１月５日に初めてオンラインで開催した。 

式典は、素形材センター会長挨拶、来賓祝辞、素形材産業貢献表彰で構成して執

り行われた。今年度も新型コロナウイルス対策として、記念講演会及び祝賀パーテ

ィーの開催は中止とした。 

また、オンライン式典では、１画面上に授与者・受賞者・表彰状等をライブで同

時に映し出して授与の臨場感のある構成にするとともに、主な受賞者から一言答

礼を頂くなど、参加意識の向上に努めた。 
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２－３ 素形材産業顕彰事業 

素形材産業顕彰事業として実施した表彰は、素形材産業技術賞、素形材産業優良

従業員表彰の２つである。受賞技術等は、月刊情報誌「素形材」及びホームページ

等で紹介し、素形材産業の発展を促進した。 

 

（１）「第３７回素形材産業技術賞」表彰の実施 

優秀な素形材産業技術の開発等により、我が国素形材産業の技術水準の進歩向上

に著しく貢献した技術の開発者を表彰した。本年は審査の結果１３件が受賞案件と

なった。また一般財団法人産業デザインからの助成を受けて、素形材センター会長

賞以上の受賞者の中から中小素形材企業の経営者を表彰する「産業デザイン財団賞」

を授与した。 

 

受賞技術と受賞者は次のとおりである。 

① 経済産業大臣賞(１件) 

☆開発技術名： ナノカーボン複合被膜チタン材とプレス成形性を具備させる

表面処理技術及び連続熱処理設備の開発による燃料電池セパレ

ータの量産化 

開発代表者：(株)神戸製鋼所 佐藤俊樹 

共同開発者：(株)神戸製鋼所 淺 勇輔、瀬川利規、鈴木 順、田村圭太郎 

トヨタ自動車(株)  萱嶋浩一 

② 中小企業庁長官賞(１件) 

☆開発技術名：差圧鋳造と砂型３Ｄ積層造形の活用による航空機用複雑形状鋳

物製造プロセスの開発 

開発代表者：ＴＡＮＩＤＡ(株) 駒井公一 

共同開発者：ＴＡＮＩＤＡ(株) 砂山 昇 

ものつくり大学 岡根利光 

産業技術総合研究所 本山雄一 

石川県工業試験場 藤井 要、谷内大世 

③ 経済産業省製造産業局長賞(１件) 

☆開発技術名：進化型ＣＶＴ金属ベルト用エレメントの新せん断加工法の開発 

開発代表者：本田技研工業(株) 矢ヶ崎 徹 

共同開発者：本田技研工業(株) 隅田聡一朗、申 雨根、重松英樹 

富山大学 白鳥智美 

カワイ精密金属(株) 望月良康 

④ 一般財団法人素形材センター会長賞(４件) 

☆開発技術名：二輪車過給エンジン用クランクケース一体型シリンダの量産鋳

造技術の開発 

開発代表者：カワサキモータース(株) 渡邉友和 

共同開発者：カワサキモータース(株) 山田 武、渡部寛之、栗山幸一 

仲 豪紀 
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ユニオン精機(株)  射場大輔 

☆開発技術名：インライン生砂特性自動計測装置と砂処理設備へのフィード 

バック制御の開発 

開発代表者：新東工業(株) 小倉裕一 

共同開発者：新東工業(株) 白木正孝、瀧下耕史、加藤晃一、石川敏之 

☆開発技術名：アルミニウム合金ダイカストの溶湯圧力無線計測システム技 

術の開発 

開発代表者：(株)アーレスティ 青山俊三 

共同開発者：(株)アーレスティ 菅野 駿、酒井信行 

      (株)アーレスティテクノサービス 上羽広司 

      岐阜大学 三田村一広 

      (株) メイコーテクノ 中里智章 

☆開発技術名：ダイカストのランナー加圧による鋳巣発生の抑制とダウンサイ

ジング化の技術開発 

開発代表者：(株)ダイレクト２１ 岩本典裕 

共同開発者：(株)ダイレクト２１ 長澤 理、谷口圭司、外海敏夫 

                増田千尋、石橋雄次郎 

⑤ 奨励賞(６件) 

☆開発技術名：旧型プレス設備での高精度鍛造を実現する金型技術の開発 

開発代表者：(株)ヤマナカゴーキン 金丸友洋 

共同開発者：(株)ヤマナカゴーキン 江澤友亮、成 紅梅、森 大郎 

鎌田優姫、金 秀英 

☆開発技術名：金属３Ｄプリンターによる高周波焼入れ用加熱コイル及び銅製

品の造形技術の開発 

開発代表者：高雄工業(株) 合屋純一 

共同開発者：高雄工業(株) 清水稔彦、佐藤弘基 

あいち産業科学技術総合センター 加藤正樹 

愛知産業(株) 橋本 慎、近藤拓未 

☆開発技術名：部品単位に拘った生産ＣＯ２総排出量みえる化によるＣＯ２ 

Ｍｉｎのモノづくり情報プラットフォームの開発 

開 発 者：トヨタ自動車(株) 米谷 望 

 

☆開発技術名：Ｃｒｏｗｄ Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇを実現するデジタル

レシピ生成技術の開発 

開発代表者：(株)日立製作所 寺前俊哉 

共同開発者：(株)日立製作所 河野一平、内海幸治、毛戸康隆、海保航平 

(株)日立ソリューションズ 粂野紀忠 

 

☆開発技術名：内部急冷凝固鋳造法による金属プレス金型材料の高強度化・高

品質化技術の確立 
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開発代表者：鳥羽工産(株) 大橋 潔 

共同開発者：鳥羽工産(株) 五島庸行 

モディアクリエイト(株) 國井真澄 

名古屋工業大学 北村憲彦 

岐阜県産業技術総合センター 水谷予志生、足立隆浩 

 

☆開発技術名：局所加熱コイルによる高周波誘導加熱を利用した高速温間絞

り工法の開発 

開発代表者：石崎プレス工業(株) 石崎泰造 

共同開発者：大阪産業技術研究所 四宮徳章 

石崎プレス工業(株) 森本 貢、相川孝史、宮崎浩司 

大阪産業技術研究所 白川信彦 

 

⑥ 産業デザイン財団賞(２名) 

ＴＡＮＩＤＡ(株)  代表取締役社長 駒井公一 

(株)ダイレクト２１ 代表取締役社長 岩本典裕 

 

（２）「第５９回素形材産業優良従業員表彰」の実施 

素形材に関する技術、技能又は事務処理が優秀であり、他の模範となる優れた従

業員として、次の３６名を表彰した。 

 

安 保 義 紀  (株)大同キャスティングス 中津川事業所 

伊 藤 法 夫  寿工業(株) ダイカスト工場 

奥 村   守  (株)木村鋳造所 

中 井 靖 文  富士電子工業(株) 

大 嶋 康 裕  (株)池田熱処理工業 

森 田 祐 貴  (株)池田熱処理工業 

山 口 善 男  木村可鍛(株) 

荒 木 洋 二  新東工業(株) 九州事業所 

山 田 祐 次  (株)神戸製鋼所 神戸総合技術研究所 

福 山 和 宏  (株)神戸製鋼所 神戸総合技術研究所 

木 村 英 治  福島製鋼(株) 吾妻工場 

佐 藤   誠  (株)昭芝製作所 テクニカルセンター 

尾 野 啓 一  (株)東研サーモテック 営業本部 

坂 本   博  (株)アーレスティ熊本 

藤 吉 次 行  不二ライトメタル(株) 先端技術実証評価工場 

菊 地 重 喜  (株)オーネックス 東松山工場 

鐘ヶ江 俊 博  (株)オーネックス 東松山工場 

西 村 典 久  広島アルミニウム工業(株) 安佐製造部 

米 島 淳 一  日本アドバンスロール(株) 本社工場 
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伊 藤   力  アサヒフォージ(株) 美濃工場 

森   泰 文  アサヒフォージ(株) 技術部 

田 中 秀 樹  アサヒフォージ(株) 技術部 

髙 木 哲 治  友鉄工業(株) 

川 口 光 夫  大平洋特殊鋳造(株) 直江津製造所 

犬 飼 見 一  アイシン高丘(株) 試作・工機工場 

嶋   厚 志  トヨタ自動車(株) 明知工場 

園 田 康 則  住友電工焼結合金(株) 生産技術部 

長 嶋   孝  ＡＳＫケミカルズジャパン(株) 営業部 

伊 藤 協 一  (株)神戸製鋼所 大安製造所 

中 西 雅 美  日本電子工業(株) 相模原工場 

有 川 光 広  日本電子工業(株) 相模原工場 

渡 邉 清 臣  日高工業(株) 本社工場 

緒 田 治 文  日立金属(株) 

石 上   学  日立金属(株) 安来工場 

坂 野 智 広  帝研化工(株) 本社営業部 

細 井 信 吾  帝研化工(株) 本社営業部 
 

◎ 久保田長太郎賞 

伊 藤 法 夫  寿工業(株) ダイカスト工場 
 

◎ 西村茂賞 

長 嶋   孝  ＡＳＫケミカルズジャパン(株) 営業部 
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３．素形材交流促進事業 

 

素形材産業の振興を図るため、素形材団体間及び素形材ユーザ団体との交流を

促進することとし、以下の事業を実施した。 

 

（１）素形材関連団体交流の実施 

素形材に関する交流促進や普及啓発について議論し、実施する場として、２０の

素形材関連団体事務局が参加する「素形材団体交流委員会」を設置し、事業の推進

に当たっている。令和３年度は委員会を４回開催した。 

また、素形材産業の最新動向や将来に向けた取組のあり方について各業界の垣

根を超えて情報共有、意見交換の場として「素形材産業会長会」の開催を予定し準

備を進めていたが、新型コロナウイルスの感染状況を考慮し、令和４年度に延期す

ることとなった。 
 

（２）素形材ユーザ団体等との交流実施 

  素形材業界にとって自動車部品製造業界は、主要な取引先であると同時に、自動

車製造業との取引関係では同業者の立場にある。相互に抱える課題等について情

報交流を促進するため、(一社)日本自動車部品工業会との懇談会の開催を予定し

準備を進めていたが、コロナ禍の影響もあり令和４年度に延期することとなった。 

  しかしながら、(一社)日本自動車部品工業会を通じて、同工業会も参画している

自動車５団体によるコロナ危機の克服と復興に貢献する取組につき、継続的に情

報交換を行った。具体的には、自動車５団体として実施する生産性向上のための改

善支援、製造現場リーダー層の育成支援、製造現場におけるコロナ対策事例の共有、

セミナー・講習会等の実施について情報共有をするとともに、素形材団体交流委員

会を通じて、素形材関係団体に情報提供を行った。 

（注）自動車５団体： 

（一社）日本自動車工業会 

（一社）日本自動車部品工業会 

（一社）日本自動車車体工業会 

（一社）日本自動車機械器具工業会 

（一社）日本自動車販売協会連合会
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４．素形材技術研究開発事業 

 

４－１ 中小企業技術開発事業／支援事業 

 

（１）鋳鉄製品の不良低減と被削性を向上させるＩｏＴ／ＡＩキュポラ溶解 

制御システムの開発（中部経済産業局）（３年計画の２年目） 

 

中小企業に係る戦略的基盤技術高度化支援事業（中小企業経営支援等補助金）の

管理法人として、以下の技術開発事業を実施した。 

本事業は、職人の経験と勘をＩｏＴ／ＡＩに置き換え、溶湯の品質の向上と鋳鉄

製品の被削性を向上させるための「キュポラ溶解エキスパートシステム」を開発し

日本製品の品質向上とトータルコストダウンに役立てることを目的としている。 

令和３年度は、データベース構築への対応のうち、キュポラ溶解の計装化につい

ては、現在測定している温度・圧力・電流等のデータを導入したＰＬＣに入力、デ

ータとして蓄積できるシステムを創り上げた。また、ＣＯ２／ＣＯガス濃度測定装

置を導入、ＰＬＣにデータを送信・蓄積できるようになった。収集したデータのネ

ットワーク対応については、導入したＰＬＣを社内ネットワーク上に置いた。デー

タベースの構築については、ＰＬＣからのデータを、ネットワークを通しデータベ

ースに蓄積できるシステムを完成させた。 

キュポラ操業エキスパートシステムの開発として、データベースに蓄積された

データから一日の操業状態を把握できるようＥｘｃｅｌクエリーを作成、データの

グラフ表示を可能とした。また操業データ（温度・圧力・ガス濃度等）のモニター

へのリアルタイム表示できるよう準備を進めた。 

鋳鉄溶湯熱分析装置の開発として、溶湯の凝固曲線の正確な収集、及びその曲線

よりリアルタイムで凝固潜熱放出量を計算できる装置を完成させた。 

被削性アドバイスシステムの開発として被削性試験テストピース用鋳造型の設

計、製作および鋳造を行った。テストピース鋳物を２社で作成し、切削加工と刃先

の摩耗状態観察、切削加工時刃先温度測定し、その比較を行った。また、それら２

社の鋳造品については残留応力測定も行った。 

 

（２）戦略的基盤技術高度化支援事業に関するフォローアップの実施 

中小企業に係る戦略的基盤技術高度化支援事業（中小企業経営支援等補助金）の

管理法人として支援し、プロジェクトの終了した以下の案件について、取得財産等

の管理を実施した。 

  ・個体マーキングによる鋳鉄の革新的品質保証システム開発（平成２１～２２年： 

    近畿経済産業局） 

   ・ＥＢＷによる自動車部品の軽量化を実現する鋳鉄高度熱処理技術の開発 
   （平成２２～２３年：近畿経済産業局） 
  ・川下及び業界ニーズに対応する低コスト・高安全な圧倒的コンパクト鋳鉄鋳造

法の開発（平成２８～２９年：近畿経済産業局） 
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 ・革新的高歩留り鋳造法を可能にする、経験値とＩＴを融合した高効率鋳造方案

設計支援システムの開発（平成２８～２９年：中部経済産業局） 
  ・金型チューニングに関する熟達者知見のＡＩ化による機差・環境差推定の研究

開発（平成２９～令和元年：東北経済産業局） 
 
４―２ 次世代材料技術研究開発事業 

 

（１）次世代材料技術研究開発事業に関する知財管理・文書管理等の実施 

ＲＩＭＣＯＦ技術研究組合（令和２年３月３１日解散、令和３年１月１３日

清算結了）より引き継いだ過去のＭＥＴＩ／ＮＥＤＯプロジェクトの知財管理・

文書管理等を実施した。 

併せて、昭和５６年の「次世代金属・複合材料研究開発協会」創設以来の３

９年間にわたるＲＩＭＣＯＦ活動を振り返り、技術研究組合におけるプロジェ

クトの実施経過を中心に、活動報告をとりまとめた（素形材誌 Ｖｏｌ.６２ Ｎ

ｏ．９ に掲載。）。 

また、航空機材料技術分野について新たな技術研究開発事業の推進検討を行

う場として、「ＲＩＭＣＯＦ研究会」の復活、新たな組織としての再構築の可

能性について検討を行った。 

 

 



- 14 - 
 

５．素形材産業に関する調査・研究事業 

 

（１）デジタルスペアのための設計・製造・運用技術に関する戦略策定事業 

（一般財団法人機械システム振興協会）（１年計画の延長  令和３年６月終了） 

 

「イノベーション戦略策定事業」を受託し、以下の事業を実施した。 

本事業は、自動車の保守品（デジタルスペア）の金型保管にかかるコスト削減を

図るため、金型による生産設備が不要で、オンデマンドが可能な付加製造利用の指

針となるロードマップを作成した。なお、当初は単年度事業（令和２年度での終了）

として開始したが、令和３年６月末日まで期間延長した。昨年度成果も一部含め、

６月の終了までの成果は以下の通りである。 

 

① 付加製造技術に関わる課題の抽出 

自動車部品に適用可能と想定される樹脂材料としては、適用可能性が高いナイロ

ン１２相当を取り上げた。この材料について、ＪＩＳ及びＡＳＴＭの規格に基づき

付加製造により試験片を作製し、自動車部品として具備すべき機械的特性（引張試

験、曲げ試験、衝撃試験）を測定した。また評価対象とする自動車部品は外装部品

とした。その実部品をリバースエンジニアリングで形状再現（データ生成）し、付

加製造で部品を製作・評価し、実製品への技術的な課題等を明らかにした。 

またコスト計算としては、材料価格、付加製造装置の償却、造形レートなどを基

に現行の付加製造技術によるコスト試算し、概ねの重量単価を導いた。 

 

② 品質保証指針策定のための課題の明確化 

射出成形を参考にして、付加製造によるスペアパーツとして必要な品質項目を設

定した。①項で選定した加工法、材料及び保守品を対象として、設定項目は（ⅰ）

材料適正（化審法、難燃性等）、（ⅱ）材料機械物性（硬度、強度、靭性等）、（ⅲ）

寸法精度・サイズ範囲、（ⅳ）諸外観項目（割れ、欠け、面粗度、バリ等）、（ⅴ）

コスト（起型、在庫ストック比）の５つとして、各項目を掘り下げて検討し、品質

保証指針の草案を作成した。 

 

③ 設計変更指針に必要な課題の調査研究 

設計に関連する国際規格として、ＡＳＭＥやＩＳＯなどの規格調査を行い、設計

変更に係る有効性を検討した。この結果から、付加製造技術のための設計変更のガ

イドラインとしては、付加製造の機能、特徴、適用の際の注意点（要検討項目）な

どが記載されているＩＳＯ／ＡＳＭＥ５２９１０などを参考に作成した。 

設計ツールについては、ＣＡＤとＣＡＥを取り上げることとし、ＣＡＤは（ⅰ）

３Ｄモデルデータへの情報追加（交差など）、（ⅱ）設計者を支援のための機能の

実装を軸に検討し、ＣＡＥは（ⅰ）現象解明、（ⅱ）解析エンジン、（ⅲ）モニタ

リングの要素について検討し、設計変更に変更を行うための各ツールの有効性を明

らかにした。 
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④ 付加製造技術の研究開発提案の草案作成 

本事業で明らかにするデジタルスペアを用いた保守品の付加製造技術について、

現在の技術水準、品質保証指針などで求められる技術水準、開発可能な技術などを

整理し、今後、デジタルスペアを実現するために必要な要素技術、共通基盤技術な

どの研究開発課題を検討し、公的資金への提案のための草案を作成した。 

 

⑤ デジタルスペアの社会導入に向けたロードマップの作成 

保守品の付加製造による生産は、適用が比較的簡単な部品から順次導入され、将

来的には高度な技術が必要な保守品にまで拡がると考えられる。また、こうしたデ

ジタルスペアの社会導入のためは、品質保証指針などの業界ルールの運用と技術開

発とを併行して進める必要がある。これらを整理してロードマップを作成し、その

実現のために必要なアクションを戦略として策定した。 

 

（２）プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーションに関する戦略策定事業 

（一般財団法人機械システム振興協会）（単年度計画） 

 

「イノベーション戦略策定事業」を受託し、以下の事業を実施した。 

本事業は、プレス加工におけるデジタル化の実態調査、デジタル化を進める上で

の課題の検討などを行い、プレス加工のＤＸを推進する戦略を策定する。 

 

① プレス加工のデジタル化への取り組み実態の調査 

プレス機械メーカー、プレス加工メーカーなどに対して、デジタル技術に関す

るヒアリングやアンケートを実施した。中小プレス加工メーカーではデジタル化

への関心はあるが導入事例は少なく、人材やデータ処理、費用対効果などの課題が

見えた。一方で要素技術が開発され、その効果の顕在化が期待されていることがわ

かった。また海外のデジタル化の状況や各国の方針を把握した。 

 

② 我が国プレス加工メーカーの将来のＤＸ化の検討 

プレス加工におけるＤＸ化の課題を抽出し、競争力強化のための対策（デジタル

化人材の育成，見える化による生産技術の高効率化，新技術開発など）を整理した。

これらプレス加工メーカーのＤＸ化等の課題を整理し、プレス加工メーカーの現状

にあわせた段階的な目標の導入とメリットを明確にした。 

 

③ プレス加工のデジタル化のために必要な技術課題の明確化 

プレス加工のデジタル化のための要素技術として、センサー情報、センシングデ

ータの信号処理技術、ＣＡＥとの融合、ビッグデータの分析と知識抽出手法などに

ついて、それぞれの技術課題を抽出した。プレス加工のＤＸを実現するために必要

な上記の要素技術を整理し、重要な共通要素技術としてまとめた。 
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④ 将来の「高度知能化プレス成形システム」の検討 

上記１～３項の検討を踏まえ、先に述べた段階的な目標に対しての具体的な実施

内容(技術に加え、企業経営としての視点も加えて)を示すと共に、最終的な目標と

なる「高度知能化プレス成形システム」構築のための道筋(ロードマップ)を提案し

た。 

 

⑤ 戦略策定と報告書の作成 

プレス加工のＤＸを推進するための戦略を策定し、報告書にまとめた。 

 

（３）製造業安全対策官民協議会への参画と周知活動 

製造業の安全対策の更なる強化を図ることを目的とした「製造業安全対策官民協

議会」に構成員として参画するとともに、関係業界の先進事例等の情報を収集の上、

素形材業界への普及に努めた。 
・協議会本会合（２回・ＷＥＢ開催） 
・協議会ＷＧ（２回・ＷＥＢ開催）及びサブＷＧ（３回・ＷＥＢ開催） 
・アドバイザリーボード（１回・ＷＥＢ開催） 
・体感安全教育「はさまれ・巻き込まれ」に関する意見交換会（ＷＥＢ開催） 

  

（４）素形材産業取引適正化委員会への参画とガイドラインの改正案作成支援 

経産省が設置している「素形材産業取引適正化委員会」に参画し、素形材産業取

引ガイドラインの改正案の作成を支援した。 

 

（５）日本ダイカストマシン工業会事務委託 

日本ダイカストマシン工業会の委託を受け、工業会の総会、理事会、委員会等の

運営に関する業務、業況等調査業務、技術セミナーの開催、「中小企業等経営強化

法の経営力向上設備等及び先端設備等に係る生産性向上要件証明書」の発行業務

並びに「ＩＳＯ／ＴＣ３０６」のダイカストマシンの安全要求に関する国際標準化

に係る事務局対応業務を実施した。 
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６．評議員会・理事会 

 

令和３年度は、評議員会を２回、理事会を３回開催し、①令和２年度事業報告及

び収支決算、②令和４年度事業計画及び収支予算、③素形材月間事業(記念式典、

素形材産業貢献表彰等)、等について審議し決定した。なお、開催は全会ともＷＥ

Ｂ会議により実施した。 

 

（１）評議員会の開催 

① 令和３年度第１回評議員会 

日 時  令和３年６月２２日(火) 

出席者  ９名 

場 所  素形材センター大会議室 ＷＥＢ会議 

議 題  １）令和２年度決算について 

     ２）評議員の選任について 

     ３）役員の選任について 

報告事項 

１）令和２年度事業報告について 

２）公益目的支出計画実施報告書について 

３）その他  

 

② 令和３年度第２回評議員会 

  日 時  令和４年３月２２日（火） 

  出席者  ９名 

  場 所  素形材センター大会議室 ＷＥＢ会議 

議 題  １）基本財産取崩について 

２）役員の選任について 

      報告事項 

      １）令和４年度事業計画について 

      ２）令和４年度収支予算について 

 

（２）理事会の開催 

① 令和３年度第１回理事会 

日 時  令和３年６月２日(水) 

出席者  １９名 

場 所  素形材センター大会議室 ＷＥＢ会議 

議 題  １）令和２年度事業報告について 

２）令和２年度決算について 

３）公益目的支出計画実施報告書等について 

４）理事候補者の推薦について 

５）令和３年度第１回評議員会の開催について 
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報告事項 

１）職務執行状況報告について  

 

② 令和３年度第２回理事会 

日 時  令和３年９月１４日(火) 

場 所  素形材センター大会議室 ＷＥＢ会議 

出席者  １９名 

議 題  １）令和３年度素形材月間事業計画について 

２）令和３年度素形材産業貢献表彰について 

      報告事項 

      １）職務執行状況報告について 

 

③ 令和３年度第３回理事会 

日 時  令和４年３月１５日(火) 

場 所  素形材センター大会議室 ＷＥＢ会議 

出席者  ２０名 

議 題  １）令和４年度事業計画について 

      ２）令和４年度収支予算について 

３）理事の推薦について 

      ４）令和３年度第２回評議員会の開催について 

５）内部規程の改正について 

      報告事項 

      １）職務執行状況報告について 

 

（３）評議員、理事及び監事の交代 

令和３年度は、次のとおり評議員及び理事の交代があった。 

 
退任評議員（令和３年６月２２日付け） 
丹生  仁 日立金属(株) 技術開発本部 技監 

退任理事（令和３年６月２２日付け） 
小松 幹広 （株）神戸製鋼所 素形材事業部門チタンユニット担当役員補佐 

退任理事（令和４年３月２２日付け） 

菅野 利猛 （株）木村鋳造所 専務取締役 

内田 睦雄 （株）クボタ 常務執行役員水環境事業本部副部長 

 

 

選任評議員（令和３年６月２２日付け） 

   山浦 秀樹  日立金属（株） 冶金研究所副所長兼素形材研究部部長 
選任理事（令和３年６月２２日付け） 

長谷川 剛志 （株）神戸製鋼所 素形材事業部門 技術総括部 部長 
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選任理事（令和４年３月２２日付け） 

木村 寿利 （株）木村鋳造所 代表取締役 

   森岡 澄雄 （株）クボタ 素形材事業ユニット長 
 

 

７．賛助会員の状況 

    

令和３年度末２２９社で状況は次のとおり。 

   特別賛助会員      １７社（変更 １社） 

   一般賛助会員     １０１社（退会 ３社） 

   協賛会員     １１１社（入会 ３社 退会 ８社） 
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８．評議員・役員・委員会委員等名簿 

 

（１）評議員 

評 議 員  大 下 政 司  (一社)日本自動車部品工業会 副会長専務理事 

        張   惟 敦  (株)ＩＨＩ 理事 技術開発本部 副本部長 

鶴 岡 正 道  (一財)機械振興協会 理事 事務局長 

中 江 秀 雄  早稲田大学 名誉教授 

橋 本 久 義  政策研究大学院大学 名誉教授 

北 條 正 樹  京都大学大学院工学研究科機械理工学専攻 

 教授 

森   謙一郎  豊橋技術科学大学 名誉教授 

山 浦 秀 樹  日立金属（株） 冶金研究所副所長兼 
 素形材研究部 部長 

        脇 本 眞 也  (一社)日本鉄鋼協会 専務理事 

 

（２）理事 

会  長  青 木 宏 道  (一財)素形材センター 

副 会 長  岩 本 隆 志  (株)日本製鋼所 取締役常務執行役員 

副会長専務理事  板 谷 憲 次  (一財)素形材センター 

理  事  浅 井 紀 子  中京大学経営学部 教授 

石 川 孝 司  名古屋大学 名誉教授 

浦 上   彰  リョービ(株) 代表取締役社長 

木 口 昭 二  近畿大学 名誉教授 

木 村 寿 利  (株)木村鋳造所 代表取締役 

小 出   悟  (株)小出製作所 代表取締役 

坂 本 善 尚  福田金属箔粉工業(株) 

 常務取締役生産本部長 

嶋 崎 利 行  島崎熱処理(株) 代表取締役社長 

島 田   登  ポーライト(株) 執行役員 品質統括部長 

髙 辻 成 次  (一社)日本航空宇宙工業会 常務理事 

竹 内 純 一  新東工業(株) 顧問 

多 田   修  (株)メタルアート 特別顧問 

長谷川 剛 志  (株)神戸製鋼所 素形材事業部門 技術総括 

部長 

原   卓 也  (株)アマダプレスシステム 

         プレス技術部門 部門長 

早 野 誠 治  (株)アスペクト 代表取締役 

古 屋 英 二  中外炉工業(株)  堺事業所 技術企画部 

別 所 正 博  三菱重工業(株)  製造研究部部長 
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前 田 千芳利  トヨタ自動車（株) モビリティ材料技術部 

 プロジェクト材料創生室 

 バリューチェーン企画Ｇ 

 プロフェッショナルパートナー 

三 原 寛 人  (株)昭芝製作所 代表取締役 

森 岡 澄 雄  (株)クボタ 素形材事業ユニット長 
 

（３）監事 

監  事  松 野 建 一  日本工業大学 理事 客員教授 

 

（４）委員会 

（４－１）素形材団体交流委員会 

委 員 長  大久保 一 彦  (一社)日本ダイカスト協会 専務理事 
委  員  石 原 浩 二  (一社)日本金属熱処理工業会 専務理事 

同    井 上 羊 子  (一社)粉体粉末冶金協会  常務理事兼事務局長 
同    植 月 義 夫  日本粉末冶金工業会 専務理事 

同    太 田 大 介  (一社)日本鋳鍛鋼会 副会長専務理事 

同    小 川 洋 一  (一社)日本工業炉協会 専務理事 

同    川 下 英 二  (一社)型技術協会 事務局長 

同    川 村 由 幸  鋳型ロール会 専務理事 

同    神 戸 洋 史  (公社)日本鋳造工学会 副会長 事務局長 

同    駒 井   浩   (一社)日本マグネシウム協会 専務理事 

同    坂 本 克 己  日本金属継手協会 専務理事 

同    鈴 木 晴 光  (一社)日本鋳造協会 専務理事 

同    高 辻 育 史  日本ダイカストマシン工業会 事務局長 

同    中 右   豊  (一社)日本鍛圧機械工業会 専務理事 

同    中 里   栄  (一社)日本金型工業会 専務理事 

同    濱 崎 雅 幸  (一社)日本バルブ工業会 専務理事 

同    茨 田   学  (一社)日本金属プレス工業協会 専務理事兼 

事務局長 

同    増 田 晴 信  日本木型工業会 事務局長 

同    森 下 弘 一  (一社)日本鍛造協会 専務理事 

同    吉 武 明 英  (一社)日本塑性加工学会 事務局長 

 

（４－２）素形材編集委員会 

委 員 長  杉 上 孝 二  テクノ・フュージョン(株) 

代表取締役社長 

  委  員   安 齋 正 博  芝浦工業大学 デザイン工学部 

デザイン工学科 教授 

同    石 川 孝 司  名古屋大学 名誉教授 



- 22 - 
 

同    飯 泉 智 也  経済産業省製造産業局 素形材産業室 

総括係長(～令和３年６月) 

同    岡 根 利 光  ものつくり大学 総合機械学科 教授 

同    神 戸  洋 史  (公社)日本鋳造工学会 副会長事務局長 

同    小 林 能 直  東京工業大学 科学技術創成研究院 教授 

同    清 水    透  東京電機大学 大学院理工学研究科 

 特別選任教授 

同    鈴 木  克 美  ものつくり大学 名誉教授 

同    鳥 飼 祐 介  経済産業省製造産業局 素形材産業室 

総括係長(令和３年７月～) 

同    西    直 美  ものつくり大学 名誉教授 

同    平 塚 貞 人  岩手大学理工学部物理・材料理工学科 教授 

同    三 輪 謙 治  元 産業技術総合研究所 

同    森   謙一郎  豊橋技術科学大学 名誉教授 

同    王     麟  日立金属(株) 冶金研究所素形材研究部 

主任研究員 

 

（４－３）素形材産業技術表彰委員会 

委 員 長  松 野 建 一  日本工業大学 理事・客員教授 

副委員長  橋 本 久 義  政策研究大学院大学 名誉教授 

委  員   青 山 英 樹  慶應義塾大学 理工学部 システムデザイン 

工学科 教授 

同    安 齋 正 博  芝浦工業大学 デザイン工学部 

デザイン工学科 教授 

同    岡 根 利 光  ものつくり大学 総合機械学科 教授 

同    川 崎   亮  東北大学 名誉教授 

同    熊  井 真  次  東京工業大学 物質理工学院材料系 教授 

同    桑 原 利 彦  東京農工大学 工学部機械システム工学科 

教授 

同    小 林 能 直  東京工業大学 科学技術創成研究院 教授 

同    清 水   透  東京電機大学 大学院理工学研究科 

特別選任教授 

同    平 塚 貞 人  岩手大学理工学部物理・材料理工学科 教授 

同    前 川 佳 徳  元 大阪産業大学 

同    三 輪 謙 治  元 産業技術総合研究所 

同    森   謙一郎  豊橋技術科学大学 名誉教授 

同    柳 本   潤  東京大学 大学院工学系研究科 教授 

同      楊       明  東京都立大学大学院 

システムデザイン研究科 教授 
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（４－４）素形材産業優良従業員表彰委員会 

委 員 長  鈴 木 晴 光  (一社)日本鋳造協会 副会長兼専務理事 

委  員   石 原 浩 二  (一社)日本金属熱処理工業会 専務理事 

同    植 月 義 夫  日本粉末冶金工業会 専務理事 

同       大久保 一 彦  (一社)日本ダイカスト協会 専務理事 

同     太 田 大 介  (一社)日本鋳鍛鋼会 副会長兼専務理事 

同       川 村 由 幸  鋳型ロール会 専務理事 

同    坂 本 克 己  日本金属継手協会 専務理事 

同    中 里   栄  (一社)日本金型工業会 専務理事 

同    濱 崎 雅 幸  (一社)日本バルブ工業会 専務理事 

同    茨 田   学   (一社)日本金属プレス工業協会 専務理事兼事務局長 

同    森 下 宏 一  (一社)日本鍛造協会 専務理事 

 

（４－５）素形材技術研修委員会 

委 員 長  木 口 昭 二  近畿大学 名誉教授 

委  員  岡 根 利 光  ものつくり大学 総合機械学科 教授 

同    鹿 毛 秀 彦  (有)日下レアメタル研究所 常務執行役員 

  技術部長 

同    兼 吉 高 宏  兵庫県立工業技術センター 生産技術部長 

同    神 戸 洋 史  (公社)日本鋳造工学会 副会長事務局長 

同    小 林 良 紀  小林技術士事務所 所長 

同    佐 藤 和 則  (公社)日本鋳造工学会 顧問 

同    佐 藤 万企夫  (一社)日本鋳造協会 

同    茨 田   学 (一社)日本金属プレス工業協会 専務理事兼事務局長 

同    前 田 安 郭  大同大学 工学部 機械工学科 教授 

同    森 下 弘 一  (一社)日本鍛造協会 専務理事 

同    山 田   聡  岩手大学 特任教授 

同    山 元 裕 二  (一社)日本鋳造協会 人材育成グループ 

グループリーダー 

同       吉 武 明 英  (一社)日本塑性加工学会 事務局長 

同    渡 邉 一 彦  (一社)日本ダイカスト協会 技術部長 

 

（４－６）「鋳鉄製品の不良低減と被削性を向上させるＩｏＴ／ＡＩキュポラ溶解制

御システムの開発」研究開発推進委員会 
委 員 長  川 島 浩 一  (株)マツバラ 技術員室 担当部長 

副委員長  村 田 康 博  (株)ナニワ炉機研究所 代表取締役常務 

委  員  白 江   一  光洋鋳造(株) 代表取締役 

同    伊 藤 寿 浩  東京大学大学院工学系研究科 

精密工学専攻 教授 
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同    平 湯 秀 和  岐阜県産業技術総合センター 情報技術部  

部長 

同    久 冨 茂 樹  岐阜県産業技術総合センター 情報技術部 

主任専門研究員 

同    安 田 浩 之  (株)コヤマ 第一製造部 部長 

同    戸 高 貴 幸  ＴＶＣ(株) 鋳造部 主幹 

同    真 栄 洋 之  ＮＯＫ(株) 鳥取事業場 製造技術部  

製造第２課 副課長 

 

（４－７）デジタルスペアのための設計・製造・運用技術に関する戦略策定委員会 
委 員 長 新 野 俊 樹  東京大学生産技術研究所 教授 
副委員長 早 野 誠 治  (株)アスペクト 代表取締役社長 
委  員   相 馬 淳 人  (株)エリジオン 取締役ＣＴＯ 

同    六 田 充 輝  (株)ダイセル 事業創出本部 副本部長 
同     坂 木 泰 三  (株)リコー 事業開発本部 

ＡＭ事業センター 製造コンサルタント 

同     新 垣 龍太郎  原田車両設計(株) 執行役員 
  開発事業本部 本部長 

同     秀 倉 健 太  (株)二幸技研 開発本部 代表取締役 
同     毛 利 孝 裕  コニカミノルタ(株) 開発統括本部 

  統括企画室 部長 
同     西 田 幹 也  東レ(株) ケミカル事業部新事業推進Ｇ 
               主任部員 
同     須 甲 信 一  (株)アスペクト 取締役（営業担当） 
同 剱 持 慎 也  パナソニック(株) ライフソリューションズ社 

ものづくり革新本部 生産技術センター 
   生産技術開発部 成形技術開発課 課長 

同     中 村 暁 史  パナソニック(株) ライフソリューションズ社 
 ものづくり革新本部 生産技術センター 
 生産技術開発部 工法技術開発課 課長 

同     佐 藤 哲 也  オートデスク(株) デジタルマニュファクチ 
ャリング事業部 営業部 ビジネスコラボレ 
ーションマネージャー 

同    三 森 幸 治  (株)ストラタシス・ジャパン 
Ｒ＆Ｄセンター リサーチャー 

同     間 野 隆 久  (株)アスペクト 営業部 副部長 
 
（４－８）プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーションに関する戦略策 

定委員会 

委 員 長 真 鍋 健 一  首都大学東京 名誉教授 

副委員長 楊     明  東京都立大学システムデザイン学部 教授 

委  員   大 橋 隆 弘  国士舘大学理工学部 教授 
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同    三田村 一 広  岐阜大学 学術研究・産官学連携推進本部 

   産官学連携推進部門 スマート金型開発拠点 

  事業担当 特任教授 

同    片 岡 征 二  元湘南工科大学 教授 

同 久 野 拓 律  (株)アデック 代表取締役 

同 原   卓 也 (株)アマダプレスシステム 富士事業所  

  技術部門 部門長 

同 渡 邊     哲  アイダエンジニアリング(株)  生産統括本部 

 ＳＴＤ販促部 営業技術課 課長 

同    島 田 裕 大  コマツ産機(株) 開発本部 開発１部・部長 

同 村 田   力  (株)放電精密加工研究所 取締役 

同 金   秀 英  (株)ヤマナカゴーキン 価値創造推進室 室長 

同 三 原 寛 人  (株)昭芝製作所 代表取締役社長 

同 松 林   毅  日本ユニシス・エクセリューションズ(株) 

  上席スペシャリスト 
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９．令和３年度実施行事一覧 

  令和３年度(令和３年４月１日から令和４年３月３１日)に実施したセンターの

主な活動は以下のとおり。 
 

令和 ３年 ４月    １日 「鋳鉄製品の不良低減と被削性を向上させるＩｏＴ／ＡＩ

  キュポラ溶解制御システムの開発」実績報告書、研究開発

  成果報告の提出 
 １日 令和３年度中小企業経営支援等対策費補助金（戦略的基盤

  技術高度化支援事業）補助事業「鋳鉄製品の不良低減と被

  削性を向上させるＩｏＴ／ＡＩキュポラ溶解制御システム

  の開発」交付決定 
 ６日 第１回素形材技術研修委員会（ＷＥＢ会議） 
 ７日 日本ダイカストマシン工業会 
  第４６回ＩＳＯ／ＴＣ３０６ＷＧ３検討委員会 
  （ＷＥＢ会議） 
   １４日 日本ダイカストマシン工業会 
  第４７回ＩＳＯ／ＴＣ３０６ＷＧ３検討委員会臨時技術委

  員会（ＷＥＢ会議） 
   １５日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーション

  に関する戦略策定」（(一財)機械システム振興協会）の委託

  契約締結 
 １６日 メルマガ素形材３５９号配信 

 １９日 産業技術史調査・国立科学博物館の事業協力（実施中） 
  産業技術史資料データベースにて公開開始 
 ２０日 月刊誌「素形材」４月号発行 
  特集「熱間鍛造の最新動向」 

 ２２日 令和３年度戦略的基盤技術高度化・連携支援事業（戦略的

  基盤技術高度化支援事業）の事業計画書提出(関東経済産業

  局１テーマ) 

 ２３日、２６日、３０日 「デジタルスペアのための設計・製造・運用技術に関する

  戦略策定」 第６回ＷＧ（製造、品質保証、設計） 
  （ＷＥＢ会議） 
 ２６日 メルマガ素形材臨時号配信 

 ２６日 先進的省エネルギー投資促進支援事業費補助金 
  会員向説明会 

 ２８日 日本ダイカストマシン工業会 
  第４８回ＩＳＯ／ＴＣ３０６ＷＧ３検討委員会 
  （ＷＥＢ会議） 
   ５月    １０日 メルマガ素形材臨時号配信 
     ２０日 月刊誌「素形材」５月号発行 
            特集「令和２年の素形材産業年報」 

 ２０日 日本ダイカストマシン工業会 第１回理事会（ＷＥＢ会議） 
 ２５日 監事監査 

 ２６日 日本ダイカストマシン工業会 第１回技術委員会 

  （ＷＥＢ会議） 

  第４９回ＩＳＯ／ＴＣ３０６ＷＧ３検討委員会 
  （ＷＥＢ会議） 
 ２７日 「鋳鉄製品の不良低減と被削性を向上させるＩｏＴ／ＡＩ
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  キュポラ溶解制御システムの開発」第１回研究開発推進委

  員会（ＷＥＢ会議） 
 ２８日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーション

  に関する戦略策定」第１回戦略策定委員会（ＷＥＢ会議） 
 ２８日 素形材経営セミナー（ＷＥＢセミナー）/新素形材産業動

  向研究会 
  「ものづくり企業のＤＸ～現場に新たな価値をどう生

  むか」 
 ３１日 「デジタルスペアのための設計・製造・運用技術に関す

  る戦略策定」第４回戦略策定委員会（ＷＥＢ会議） 
 ６月     ２日 第１回理事会 （ＷＥＢ会議） 
 ３日 メルマガ素形材臨時号配信 
     ４日 第１回素形材団体交流委員会（ＷＥＢ会議） 
 ９日 第１回素形材産業優良従業員表彰委員会（ＷＥＢ会議） 
 １０日 日本ダイカストマシン工業会 第４９回通常総会 

  （ＷＥＢ会議） 
 １１日 （一財）機械システム振興協会開発委員会（ＷＥＢ会議） 
 １１日、１８日 素形材技術研修講座（ＷＥＢ研修講座） 
  「消失模型鋳造法」 
 １４日 メルマガ素形材３６０号配信 
 １５日 第９回製造業安全対策官民協議会（ＷＥＢ会議） 
 １５日、１６日 素形材技術セミナー（ＷＥＢセミナー） 
  「鋳鉄品の鋳造欠陥現象における真の原因追求と 
  その対策」 
 １５日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーシ

  ョンに関する戦略策定」第１回中小企業ＷＧ 
  （ＷＥＢ会議） 
 １８日 第１回素形材産業取引適正化検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 ２０日 月刊誌「素形材」６月号発行 
           特集「３Ｄプリンターによって製造された樹脂型による

  成型加工」 
 ２２日 第１回評議員会（ＷＥＢ会議） 
 ２３日 第１回素形材編集委員会（ＷＥＢ会議） 
 ２５日 素形材技術研修講座（ＷＥＢ研修講座） 
  「鋳鉄の基礎と応用」 
 ２９日 素形材経営セミナー（ＷＥＢセミナー） 
         第２回新素形材産業動向研究会（ＷＥＢ研究会） 
            「２０２１年版ものづくり白書概要とポイント」 
 ２９日 メルマガ素形材３６１号配信 

 ３０日 （一財）機械振興協会評議員会（ＷＥＢ会議） 
 ３０日 「デジタルスペアのための設計・製造・運用技術に 
  関する戦略策定」事業終了。成果報告書提出 
 ３０日 日本ダイカストマシン工業会 
  第５０回ＩＳＯ／ＴＣ３０６ＷＧ３検討委員会 
  （ＷＥＢ会議） 
 ７月  ２日、９日、１６日 素形材技術研修講座（ＷＥＢ研修講座） 
  「鋳鉄の基礎と応用」 
 ５日 第１回素形材産業技術表彰委員会（ＷＥＢ会議） 
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 ７日 日本ダイカストマシン工業会 第２回技術委員会 
  （ＷＥＢ会議） 
 １３日、１４日 素形材技術セミナー（ＷＥＢセミナー） 
  「鋳鋼品の鋳造欠陥の真の原因追求とその対策」 
 １４日 素形材経営セミナー（ＷＥＢセミナー） 
  第３回新素形材産業動向研究会（ＷＥＢ研究会） 
  「中国経済の現状と日本企業の事業展開の方向性 
  ～新型コロナ、米中対立を踏まえて～」 
 １４日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーシ

  ョンに関する戦略策定」第１回調査ＷＧ（ＷＥＢ会議） 
  １５日 日本ダイカストマシン工業会 第５１回ＩＳＯ／ＴＣ

  ３０６ＷＧ３検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 ２０日 月刊誌「素形材」７月号発行 
        特集「２０２０日本ダイカスト会議にみるダイカスト関

  連最新技術」 
     ２０日 メルマガ素形材３６２号配信 
 ２１日 日本ダイカストマシン工業会 第５２回ＩＳＯ／ＴＣ

  ３０６ＷＧ３検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 ２９日 第２回素形材産業取引適正化検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 ２９日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーシ

  ョンに関する戦略策定」第２回中小企業ＷＧ 
  （ＷＥＢ会議） 
 ８月    ３日 第１回素形材産業技術表彰委員会（ＷＥＢ会議） 
 ４日 日本ダイカストマシン工業会 第５３回ＩＳＯ／ＴＣ

  ３０６ＷＧ３検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 １３日 メルマガ素形材３６３号配信 
 ２０日 月刊誌「素形材」８月号発行  
  特集「素形材工場の環境対策」 
 ２５日、２６日 素形材技術セミナー（ＷＥＢセミナー） 
  「鋳型・鋳物砂の今（現状とこれから）」 
 ２５日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーシ

  ョンに関する戦略策定」第１回技術ＷＧ（ＷＥＢ会議） 
 ３０日 日本ダイカストマシン工業会 第５４回ＩＳＯ／ＴＣ

  ３０６ＷＧ３検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 ３１日 第３回素形材産業技術表彰委員会（ＷＥＢ会議） 
 ９月 １日、２日 第３回素形材産業技術表彰委員会（ＷＥＢ会議） 
 ３日 メルマガ素形材３６４号配信 
 ６日 第２回素形材団体交流委員会（ＷＥＢ会議） 
 ６日 第２回素形材産業優良従業員表彰委員会（ＷＥＢ会議） 
 ８日 （一財）機械システム振興協会戦略事業発表会 
  （ＷＥＢ会議） 
 ８日 日本ダイカストマシン工業会 第３回技術委員会 
  （ＷＥＢ会議） 
 ９日 第４回素形材産業技術表彰委員会（ＷＥＢ会議） 
 １０日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーシ

  ョンに関する戦略策定」 
  第２回戦略策定委員会（ＷＥＢ会議） 
 １０日、１７日、２４日 素形材技術研修講座（ＷＥＢ研修講座） 
  「軽合金鋳物の生産技術」 
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 １３日 第２回素形材団体交流委員会（ＷＥＢ会議） 
 １４日 第２回理事会 （ＷＥＢ会議） 
 １５日 第２回素形材技術研修委員会（ＷＥＢ会議） 
 ２０日 月刊誌「素形材」９月号発行  
  特集「女性経営者による魅力的な素形材企業」 
 ２４日 メルマガ素形材３６５号配信 
 ２９日 日本ダイカストマシン工業会 第５５回ＩＳＯ／ＴＣ

  ３０６ＷＧ３検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 １０月    ４日 中小企業経営支援等対策費補助金（戦略的基盤技術高度

  化支援事業）補助事業「鋳鉄製品の不良低減と被削性を

  向上させるＩｏＴ／ＡＩキュポラ溶解制御システムの

  開発」(中部経済産業局)第２回研究開発推進委員会 
  （ＷＥＢ会議） 
 ７日 第４回新素形材産業動向研究会（ＷＥＢ会議） 
           「コロナが変えた世界、持続可能な国際ビジネス展望  
            ～欧州におけるグリーン成長（企業動向等）を含めて～」 
 １１日 メルマガ素形材３６６号配信 
 １１日 第１０回製造業安全対策官民協議会（ＷＥＢ会議） 
 １２日 第２回素形材編集委員会（ＷＥＢ会議） 
 １３日 日本ダイカストマシン工業会 第４回技術委員会 
  （ＷＥＢ会議） 
 １４日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーシ

  ョンに関する戦略策定」第２回調査・技術合同ＷＧ 
  （ＷＥＢ会議） 
 １５日、２２日、２９日 素形材技術研修講座（ＷＥＢ研修講座） 
  「銅合金鋳物の生産技術」 
 １９日 日本ダイカストマシン工業会 第５６回ＩＳＯ／ＴＣ

  ３０６ＷＧ３検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 ２０日、２７日 素形材技術研修講座（ＷＥＢ研修講座） 
  「鋳型の生産技術」 
 ２０日 月刊誌「素形材」１０月号発行 
  特集「最近の銅合金材料の動向  

  －新素材・新技術・新製品－」 

 ２２日 メルマガ素形材３６７号配信 
 １１月    ５日 第２７回素形材記念式典（ＷＥＢ開催） 
 ８日 メルマガ素形材臨時号配信 
 ８日 日本ダイカストマシン工業会 第５７回ＩＳＯ／ＴＣ

  ３０６ＷＧ３検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 １２日 メルマガ素形材臨時号配信 
 １２日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーシ

  ョンに関する戦略策定」第３回委員会（ＷＥＢ会議） 
 １８日 日本ダイカストマシン工業会 第２回理事会（ＷＥＢ会議） 
 ２０日 月刊誌「素形材」１１月号発行 
  特集「ＡＭ技術を活用した樹脂製デジタルスペア実現への

  挑戦」 

 ２２日 メルマガ素形材３６８号配信 
 ２４日 日本ダイカストマシン工業会 第５回技術委員会 
  （ＷＥＢ会議） 
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 ２５日 素形材技術セミナー（ＷＥＢセミナー） 
  「わが社でもできるＤＸ（デジタルトランスフォーメー

  ション）～ＤＸの世界へ一歩踏み出す勇気を持とう～」 
 ２６日 素形材年鑑(令和２年版)発行 

 ３０日 日本ダイカストマシン工業会 第５８回ＩＳＯ／ＴＣ

  ３０６ＷＧ３検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 １２月    ２日 第５回新素形材産業動向研究会（ＷＥＢ会議） 
  「部品単位に拘った生産ＣＯ2総排出量みえる化による 
  ＣＯ2ミニマムのモノづくり情報プラットフォームの 
  開発～鋳造ラインでの取組みを通じて」 
 ３日 第３回素形材団体交流委員会（ＷＥＢ会議） 
 ３日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーシ

  ョンに関する戦略策定」第３回調査ＷＧ（ＷＥＢ会議） 
 ３日 日本ダイカストマシン工業会 ＩＳＯ／ＴＣ３０６ 
  第５回プレナリーミーテイング（ＷＥＢ会議） 
 ８日、１５日、２２日 素形材技術研修講座（ＷＥＢ研修講座） 
  「鋳鉄の鋳造方案技術」 
 ９日 素形材技術セミナー（ＷＥＢセミナー） 
  「現場で役立つ！鋳造現場でのＱＣ」 
 １６日 日本ダイカストマシン工業会 第５９回ＩＳＯ／ＴＣ

  ３０６ＷＧ３検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 １７日 メルマガ素形材３６９号配信 
 ２０日 月刊誌「素形材」１２月号発行 
   特集「素形材月間報告」 
 ２２日 体感安全教育「はさまれ・巻き込まれ」に関する 
  意見交換会（ＷＥＢ会議） 
 令和 ４年 １月   ７日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーシ

  ョンに関する戦略策定」第３回技術ＷＧ（ＷＥＢ会議） 
 １１日、２０日、２５日 素形材技術研修講座（ＷＥＢ研修講座） 
  「鋳鉄の生産技術」 
 １２日 日本ダイカストマシン工業会 第６０回ＩＳＯ／ＴＣ

  ３０６ＷＧ３検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 １４日 メルマガ素形材３７０号配信 
 ２０日 月刊誌「素形材」１月号発行 
  特集「わが社の素形材技術最前線」 
 ２６日 日本ダイカストマシン工業会 第６回技術委員会 
  （ＷＥＢ会議） 
 ２６日 日本ダイカストマシン工業会 第６１回ＩＳＯ／ＴＣ

  ３０６ＷＧ３検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 ２８日 第６回新素形材産業動向研究会（ＷＥＢ会議） 
  「業界トップレベルのアルミ溶解保持炉省エネへの挑戦」 
 ２８日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーシ

  ョンに関する戦略策定」第４回委員会（ＷＥＢ会議） 
 ２月   ４日 素形材技術セミナー（ＷＥＢセミナー） 
  「カーボンニュートラルに向けたアルミニウム合金 
  鋳造技術の取り組み」 
 ４日 メルマガ素形材３７１号配信 
 ７日 第３回素形材編集委員会（ＷＥＢ会議） 
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 ９日 中小企業経営支援等対策費補助金（戦略的基盤技術高度

  化支援事業）補助事業「鋳鉄製品の不良低減と被削性を

  向上させるＩｏＴ／ＡＩキュポラ溶解制御システムの

  開発」における中間評価結果速報(継続評価：継続可) 
 １０日 日本ダイカストマシン工業会 第１回調査統計委員会

  （ＷＥＢ会議） 
 １６日 ＲＩＭＣＯＦ研究会・再開検討会合（ＷＥＢ会議） 
 １６日 日本ダイカストマシン工業会 第６２回ＩＳＯ／ＴＣ

  ３０６ＷＧ３検討委員会（ＷＥＢ会議） 
 １７日 第５回素形材産業技術表彰委員会（ＷＥＢ会議） 
 １８日 メルマガ素形材３７２号配信 
 ２０日 月刊誌「素形材」２月号発行 
  特集「板材の成形と加工における残留応力と製品欠陥」 
 ２２日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーシ

  ョンに関する戦略策定」第５回委員会（ＷＥＢ会議） 
 ２８日 第３回素形材技術研修委員会（ＷＥＢ会議） 
 ３月   ２日 中小企業経営支援等対策費補助金（戦略的基盤技術高度

  化支援事業）補助事業「鋳鉄製品の不良低減と被削性を

  向上させるＩｏＴ／ＡＩキュポラ溶解制御システムの

  開発」(中部経済産業局)第３回研究開発推進委員会 
  （ＷＥＢ会議） 
 ３日 令和４年度中小企業経営支援等対策費補助金（戦略的基

  盤技術高度化支援事業）補助事業「鋳鉄製品の不良低減

  と被削性を向上させるＩｏＴ／ＡＩキュポラ溶解制御

  システムの開発」(中部経済産業局)交付申請 
 ３日 日本ダイカストマシン工業会 第２回調査統計委員会 
  （ＷＥＢ会議） 
 ４日 第４回素形材団体交流委員会（ＷＥＢ会議） 
 ４日 メルマガ素形材３７３号配信 
 ９日 日本ダイカストマシン工業会 第７回技術委員会 
  （ＷＥＢ会議） 
 １１日、１７日、２４日 素形材技術研修講座（ＷＥＢ研修講座） 
  「アルミニウムダイカストの生産技術」 
 １５日 第３回理事会（ＷＥＢ会議） 
 １６日 第７回新素形材産業動向研究会（ＷＥＢセミナー） 
  「脱炭素を巡る世界の炭素価格・排出量取引制度、EVの動向」 
  １８日 日本ダイカストマシン工業会 第２１回技術セミナー 
               （ＷＥＢセミナー） 
 １８日 メルマガ素形材３７４号配信 
                      ２０日 月刊誌「素形材」３月号発行  

 特集「鋳造における残留応力と除去」 
 ２２日 第２回評議員会（ＷＥＢ会議） 
 ３１日 「プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーション

  に関する戦略策定」事業終了。成果報告書提出 
 ３１日 「鋳鉄製品の不良低減と被削性を向上させるＩｏＴ／ＡＩ

  キュポラ溶解制御システムの開発」事業完了届提出 
 
事業報告の内容を補足する重要な事項はないため、事業報告の附属明細書は作成

していない。 


